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卷 四 十 三 第 誌 雑 學 物 動（了
L

コq．）

動

瀚

學

糴

読

（

第
三

＋

四

卷
）

第

四

百

六

號

報

　
　

文

日

本

産

ア

リ
　

マ

　

キ

…ゴ

の

新

屬

新

種

（

大
正

十
一

年
五

月

十

八

目

受

領）

　

＋
、

マ

ッ

ァ

ォ

ア

リ

マ

キ

薪
樗
）

（

第

±
圖
）

　

　
　
ト

§

ぎ
§
軸

§
ミ
8
壱
蒐
い

霞
羅
口
ご

老7

　

特
徴
淵

本
種
は

き

ミ
藍
奇
執

智

づ
涛
く

已
訟

o
呂

種

に

似
て

體
長
く

濃
緑
色
な

b
。

髑
角
の

各

節
は

長
毛

を
娯
へ
、

其

第
三

節
は

他

節
よ

う

も

長
く

し
て

凡

そ

十
四

個
の

大
な

る

圓
駿
知
覺

孔
を

倶
へ
、

第

四

節
は

第
五

節
よ

b
も

短
く

し
て

約
七

本
の

長
き

毛
を

有
し
且
つ

未
端
に

は
一

個
の

園

歌
知

覺
孔

あ
塾、

第
五

節
は

凡

そ
八

本
の

長

毛

と
一

偲們
の

知
覺
孔
と

を
倶
へ

た

b
。

　
亠

ハ

肢
及
び

頭
胸

部
は

概
し

て

黒

色
に

し
て

腹
部
な
る

蜜
管
の

基
に

は

黒
色
の

斑

紋
あ
り

。

　

宿
圭

植
物
魏

ク

ロ

マ

ッ
、

　
マ

カ

マ

ツ
。

　

探
集
時
日
討

大
正

八

年
九

月

及
大

正

十
年
五

月
一

日
。

　

探
集
揚
厨
11
靜
岡
緜
堀
之

内
．

宮
崎
縣
都
城、

＋
一
、

マ

ッ

ァ

カ

ァ

ジ

マ

キ

（

新
樗
）

　

　
　
　
さ

§圃
こ

ミ
恥

§

ミ
§
ミ
恥

G自冨
岩

呂
＝一

』
サ

特
綴
舗

本
種
は

ぎ
ぎ
§

§
ミ
費
砿

≦

勇
に

似
た

う
、

然
し

余
が

在

加
大

學

當
時

。，

篝
2

氏
と
共
に

採
集
せ

る

も
の

と

本

種

大

正

十
一

年

八

月
十
五

昼

發
行

（

第
二

報
文
）

　
　

拶
凱

胴
濱

進

　
士

　
織

　
甼

と
は

多
く
の

點
に

於
て

異
る

故
に

竝
に

新
種
と

し
て

舉
げ
陀

り
。

體
赤
羯
乃
至

黒

謁
色
を

帶
び
、

觸
角
は

第
三

節
の

基
部
路
三

分

の

一

弱
を

除
く

外

全

部
黒
色

に

し
て

有

毛、

第
三

篩
は

第
四

第
五

兩

節
の

和

と
絡

等
長
に

し
て

四

掴
の

圓
形
な

る

知

覺
孔

を

倶
へ

第
四

第
五

兩

節
は

路

等
長
な
り
、

　

宿
圭

植
物
月

ク

・

マ

ツ
。

　

綵
集
時
日

ロ

大
正

八

年
五

月
及
大

正

十

年
四

月
廿
日，

　

探

集
地

方
涯

靜
岡

縣
堀
の

内
、

宮
崎

縣

都
城

　
　

　
ト

ミ壇

ぎ
§
ミ
恥

聾
自

と
H

ご゜
」＝．

　

特
徴
龍

體
編

李
に

し
て

テ
ン

詐

ウ

ム

シ

の

如
く

圓
ぐ、

無

翅
蟲

の

觸
角
の

第
三

節
は

第
四

節
の

略
二

倍
長
く
、

第
五

飾
は

第
四

節

よ
ち

も
長
，
〜、

第
六

節
の

基

部
と
綟
端
部
と
は

約

等

長
な

ら。

口

嘴
は

極
め

て

短
く

し
て

第
二

被
の

基

部
に

も

逹
せ

す、

蜜
槽
ま

た

短
ぐ

し
て

梯
形

を
な

せ
ー
ソ
。

手
二
、

・

モ

ギ

ツ

チ

ョ

セ

ア

ヲ
マ

キ

薪
稱
）

　
　

　
　
さ

§
丶

§

遷
丶

§

零
ミ・）
ミ

墾
自
z

葺

F

犖
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讐

特
懲
掴

體
黄
色

叉

は

淡
黄
色
に

し

て

扁
李
な

b
。

無
翅
蟲
に

あ

b
て

は

觸
角
體
よ

ウ

も

短

く、

第
三

節
は

第
四

節
の

路
二

倍
長

あ

b
、

ま
陀

第
五

節
は

第
囚

節
よ

り

も

長

ぐ、

第
六

節
の

後
牛
部
と

前

孚

部
と
は

殆
ど

等
長
な

b。

口

嘴
は

短
く

し
て

僅
か

に

第
二

肢

の

基
節
に

蓮
す
る

に

過

ぎ
す

、

尾
端
は

三

角
形

を
な

し
て

黒
く、

蜜
管
は

梯
形
に

し
て

購
節
よ
り

も

短
し

、

　

宿
主

植
物
租
ヨ

モ

ギ
。

　

綵
集
時
日

H
大

正

十

年
五

月
三

十
日．

　

發

生
地

方
卜

宮
崎

縣

都
城。

　

附
　
　
認
謎

本
種

は
ヨ

卍

ギ

の

地

下
又

は

地
上

莖
に

寄
生

し
、

其

周

園
に

土

砂
を

集
め

て
一

種
の

巣
を

造
る

の

習

慣
あ

う
。

有

翅

蟲
の

よ

き

標

本

を

破

損
せ

し
を

以
て

無

翅

蟲
の

み
に

就
ヂ

・

認

逋

せ

う
。

　
　

　
、．
鴇

義
。丶
§

ぎ
ミ幽
46

雇

員

営
旨
＝°

σQ．

　

特
徴
董

葉
に
一

種
の

樹

痿
を

營
み

て

寄
生
す

コ

體
小

に

し
て、

觸
角
亠

ハ
鉤

即

ま…
り

な
b
、

　

婚
叩

三
轜

即

は
笛即
岡［

第
五
靄

納
僧

即

及
び

第
轟

ハ

姓

即

の

基
部

・

と

の

和

と

賂
竺
寸

長、
　
肭

弟

四

篩
ほ

第
五
於

即

よ

塾

も

長
ぐ、

　
婚
叩

亠

ハ

節
の

線
端
部
は
基

部
の

略
二

倍
長
あ
り

。

胴

部
は

上

面

に

黒
斑

を

缺
き、

蜜
槽

短
小

な

b
．

　

十一
二
、

　
ヨ

モ

ギ

ア

リ

マ

キ

（

新
稱
）

ハ

第
十
一
、

十
二

圖
）

　
　

　
　

｝

ミ
ミ^

ミ
ミ、、

ミ
§
c

言

暫冖
巳

＝

こ
亨

　

特
徴
11
體
小

に

し
て

赤
禍
色
を
帶

び、

葉

面
を

卷
縮
し
て
一

種

の

蟲
痿
を

營
む

，

觸
角
は

薄
黒
く

し
て

其

第
三

節
は

凡

そ

十
四

個

の

不

規
則
な

る

小

圓
知
覺
孔

を

有
し
て

第
四

第
五

及
び

第
六

飾
の

基
孚

部
の

瀦

と

等
長、

第
四

第
五

兩

節
は

順

次
に

短
く

し
て

且
つ

各
一

個
の

小

圜
知

覺

孔

を
有
し、

第
六

節
の

移

牛
部
は

基

部
の

賂

二

倍

あ
り

。

　
宿
主

植
物
“

ヨ

モ

ジ
、

一

　
探
集
時
日

11
大

正

九

年
六

月
三

日
．

　
探

集
地

方
11
靜

岡、

長

野、

宮

崎、

鹿
兒

島。

　
十
四、

　
カ

バ

ブ

チ

ア

リ

マ

キ

ハ

申
就

稱
）

（

第
十一
二

圖
）

　
　
　

　
き
§
ミ
曳〜
勢

富
寒
丶

臨

ミ
言
こc

遷

宣
戸

ゲ

。・

Ψ

　
特

徴
昼

饐
淡
黄
色

に

し
て

大、

翹
脈

黒
色、

復
眼

黒

色
、

腿
部

の

後

牛

部
及

び

麗

箘
黒

色
を
帶
ぴ、

頭

部
の

側
縁
に

は
一

條
の

黒

線
あ

り。

蜜
槽
黒

く

し
て

長
さ

輻
の

三

借
あ

り、．

尾
端
は
黒

色

を

呈
し
て

稍

長
く、

觸
角
は

體
長
の

一

倍

牟
以

し

あ
り

て

其

第
三

飾

は

第
四

第
五

雨

篩
を
合
せ

た

る

も

の

と
等
長
に

し
て

第
四

節
は

第

五

節
よ

ウ

も

長
く

し

て

且
つ

後
孚
部
霞
み、

第
五

篩
は

薄
黒
し、

第
六

節
の

後
牟
部
は

塞

部
の

二

倍

長
あ

り
．

　

宿
圭

植

物
“

カ

バ
。

　

採

集
時

日

蠶

大
正

九

年
八

月
三

臼、

　

探

集
地

方
11
長
野
緜
中

戡
附

近
。

　
　
　

忽
こ・
ミ
ミ
こ
孤

｝
＝

z
琶

＝
厂

辞

　

特
徴
鮭

鱧
に

硬
毛
め

り
、

前
翅
の

翅
絃

及
諸
脈
霞
め

b
、

口

嘴

の

尖
端
は

後
肢
の

基
部
に

逹
し、

觸
角
は

六

節
よ

う

成

b
て

其
第

三

節
は

第
四

節
よ

参

も

長
く

、

第
四

籔
は

第
五

節
の

略
等

長、

第

六

節
の

後
端

部
は

基

部
と
殆
ん

ど
等
長
な

b、

前
中
爾

肢

は

體
色

に

し
て

後
肢
の

み

黒

色
を

帶
ぷ

、

蜜

糟
は

短

く

し
て

梯
形

を

呈
す

、

　

十
五、

サ

μ

ス

。
ヘ

リ

ア

リノ
マ

キ
冖’

漸
補

構
ス
笛

罕
T
限冖

、

乕

弟

十
五
回

画
）

　
　
　

　
嬢

ミ．、、
ミ
ミ
ミ
ミ、〜
、、
蒸

砿

ロ一

竃
＝
r

考゚
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特
徴

痿
小

に

し
て

攀
号
黄
と
黒
と

を
以
て

美
し

驫
ら

れ

た

う
。

前
肢
の

翹
紋

翹
紋

賑

及
び

箜
第
二

第
三

斜

黶
薄

黒

ー

霞
め

b
．

觸
角
の

第
三

節
は

＋

福
の

橢
圓

駿
知
覺
孔

を

有

し、

第
四

第
五
爾

節
は

略

等
長
に

し
て

未
端
黒

色
を

書
ぴ、

第
六

節
の

基

端
爾

部
は

等
長
に

し
て

黒

色
な

⇒
，

前

戡
は
ム

毳
黒

色
な

れ

ど

も

中、

後

鼓
の

上、

下

爾
腿
部
の

上

牟

部
は

黒

色
な

強
。

部
に

は

ヒ

面

及
び

側
部
に

黒
色
の

斑
點

あ
b

。

有
翅
雄

蟲
の

知
覺
孔

數
は

左
の

如

し。

第
三

篳
丁

＝

第
四

節

粤

西

箜
ハ

節
五
−

六

　

宿
主

植
物
斥

サ

〃

ス

ベ

ヲ

（

百
日

紅
）

、

探
集
時
日

ー

大

正

八

年
六

月

百
及

＋

月
二

＋
臼

。

探

集
場

所
”

東
京、

宮
崎

鯀

都
城

、

　

　

　
丶

ざ、冖」
∋、
〜

丶

塞

ヱ
｝

自
Z
旨
一
ゴ

c

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
y，

腹

特
徴
拝

前
翅
の

絞

及
び

斜
脈
の

末
端
附

近
里

℃
霞
め

う。

頭
胸

兩
部
は

眞
黒
に

し
て

腹
部
は

體
色

な

ウ
、

胸

部
及
び

塋
第
二

腹

節
に

は

蚤
雙
の

鞍
緩
突
起
體
あ
り
．

觸
角
の

第
三

節
は

第
四

第

五

爾
節
の

和

と
略
等

長、

第
四

節
は

第
五

篩
よ
う

も

僅
か

に

短
ぐ
・

第
六

篩
の

線
端

部
は

第
五

節
よ

り

も

長
し

。

＋

六、

ハ

ン

ノ

キ

ブ

チ

ア

プ

ラ

（

新

輦
へ

第
＋
六

圖
）

　
　

　

　
、

丶
も、
ミ

ミ
丶

 

ミ
ミピ
丶ペ
ミ
ミ

聾一尸

曇
＝

＝
テ

　

特
徴
醒

軆
淡
黄
色
の

倭
小

種
。

頭

胸
部
黒

色
に

し

て

光

輝

あ
b

。

觸
角
の

第
一

第
二

爾
節
は

黒
色、

第
三

節
に

は

凡
そ

九
幗
の

知
覺

孔

其
基

聿
部
に

あ
b
て

稍
里

ぞ、

第
四

第
五
兩

節
は

賂

等
長
に

し

て

末
端
黒
く

、

第
六

節
の

基

半
部
ほ

線
端
部
と

殆
ん

ど
等
長

な
b

．

前
、

中

肢
は

黄
色
な

れ

ど

も

後
肢
に

は

黒

き

部
分
あ
り

，

前
中

兩

胸

部
に

は

黒
色
の

鷲
隆
起
體

堂
雙
？

あ
り
．

前

翅
の

翅
絞

及
び

各

翹
脈

は

翅
縁
に

近

く

曇
れ

ウ
．

　

宿
主

植
物
鮭

カ

ハ

ラ

ハ

ン

ノ

キ
、

　

探

集
時
B
陛

大
正

九

年

九
月

二

十
八

日
、

　

探

集
塲

所
陸

宮
崎

緜
都
城
町

、

　

＋
七、

ナ

ラ

オ

ナ

ガ

ア

リ

マ

キ

（

新
稱
）

（

第
＋
七

摎

　
　
　
　
偽、

ミ
ミ

ミ．
ミ
ミ・・’
堕

ヨ

至
ご

毒゚

特

響
體
は

ミ
ミ・、
・

ミ

の

も

の

に

似
て

淡
黄
色

且
細
長
く

・

蜜
管
は

、・．

ミ

量・
ぎ
・

の

も
の

と

區

別

し
易
か

ら
す

。

觸
角
は

五

節
よ

り

な

り

て

其

第
三

飾
飫

第
四

節
よ

り

も
僅
か

に

長

ぐ、

第

四

篩
と
第
五

節
の

全

部
と
は

肇
長
に

し
て
、

第
五

節
の

後

牛
部

と

基
部
と

は

等
長
な

り
、

全

部
薄
黒

ー
し
て

第
五

節
は

特

黛
し

　

宿
主

植

物
1ー
ナ

ラ
．

　
漏

体

集
筋
蒔
胃

口

“

大

正

九

年
亠

ハ

月
二

日
。

　

探

集
地

方
ー

宮
崎

縣
飯

野
の

山

中
。

＋
八
、

ご
．

三
ケ

ブ

カ

ア

・

マ

・

丈
薪
稱

二
第
＋
八

岡
）

　
　
　
　

罵−
丶

ミ

ミ
蕚
こ

丶

ミ
き、

ミ

汗噌
卜

三
＝
厂

』・

特

徴
媚

蟹
琶
に

し
て

觸

角

割

倉
長

重
つ

全

部
黒

色

な

り、

其

第
三

篩
は

最

長
に

し
て

凡

そ

十
四
個

の

小

圓

知
覺
孔

を
有

し、

第
五

節
に

も

ま

た
三

個
の
小

圓
知

覺
孔

其
基

牛
部
に

存
在
む、

第
六

節
の

墓
孚

部
は

第
五

節
の

孚

と
略
等

長
に

し
て、

先

端
部
は

塞
部
の

略
二

倍

孕
長

し
。

蜜
槽

は

薫
に

し
て

菱
部
は

先
端
の

二

倍
だ

け

大

な
も

、

　
宿・
王

植脾
物

糀

ゴ

シ

ュ

ユ

．

　
採
集
蒋

日

擇

大

正

九

年
七

月
二

十
五
日

及

九

年
八

月

二

十
日

，
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發

生

地
彗

靜
濁

驃
堀
の

内、

宮

埼

縣
飯
野、

　

附
　
　
記
鏑

本

種
は

主
に

若
き

枝

端
乃
至

葉
に

寄
生
し
て

葉

面

を

牧
縮
せ

し
む

。

　

＋
九、

シ

ダ

ト

ゲ
ァ

リ

マ

キ

（

新
樗
）

　

　

　
べ

ぎ
こ

ミ

£

；
ミ
 
ミ

墨
「
ゴ
z
も

＝〕

そ巳

　

特
徴
“
譜……
隷

色

を

帶
び

だ
る

淡
黄
色

に

し
て

細

長
く、

頭
胸
部

は

黒

色
な

ウ
．

觸
角
の

第
三

節
は

第
四

第
五

爾
節・
の

和

と
略

等
長

に

し

て

凡

そ
八

個
の

稍
火

な
る

小

圓

知

覺

孔

を
倶
へ

、

第
五

節
は

第

四

節
よ
b
も

僅
か

に

短

く

し
て

末
端
に

近
く
一

個
の

知

覺
孔

を

有
す

。

蜜
管
は

長
幅
賂

等

し
く
黒

色

な

吃

　

宿
圭

植
物
H
マ

シ

ダ
。

　

採
集
場

所
賎

宮
騎

縣

都
城

．

　

採
集
時
日

11
大
正

九
年
八

目

十
五

日。

　

二

十、

サ

ン

セ

ウ

ヶ

ア

リ

マ

キ

へ

新
稱
）

（

第
十

九、

二

十

鬪
）

　

　

　

　
冖
こ、
ミ
ミ

§
タ

羹
ミ
の

ぎ
；自

嘗

ξ
＝

：
ぞ．

　

特
徴
H
體
緑
色
を

帶
ぴ

陀

る

黒
色
に

し
て

、

前

翅
の

斑

絞
に

は

二

條
の

黒

線
並

行
せ

る

を

見
る

。

觸
角
は

醴
よ

b
も

短
ぐ

し
て

各

節
の

末
端
及
び

第
六

節
は

黒
色

な
b
、

第
三

節
は

第
四

第
五

兩

節

の

和

と

略
等
長
に

し
て

凡
そ

七

個
の

小

園

知

覺
孔

と
四

本
の

長

毛

と

を
倶
へ

、

第
四

節
は

第
五

節
よ

り

も

長
く、

第
六

飾
の

後
宇
都

ほ

其

前
坐
」

部
よ
り

も

嘩
か

に

短

し

　
腹
部
の

各

節
は

黒
色
の

斑

絞

を

有
し、

蜜
管
及
び

後

肢
は

全

部
黒

色
な

b．

　

觀
察
目

本

種

ば
主

に

幼
枝

に

寄
生
す．、

　

宿
主

植
物
は

サ

ン

セ

ク
．

　
煽

休

隹
木

時
日

聾

大

正
九

年
亠

ハ

月
LT

月
『 。

　

發

生

地

宮
碕
縣
飯

野．

　
二

十
一
、

　
ヨ

メ

プ

リ

ケ

ア

リ

マ

キ

（

新
稱
）

（

第
二
亠

ー

一

躙
）

　

　

　

　

　
ミ、
ミ

§）
ぎ噌．
戔

港

ミ
、

ミ．
貼

強

ヨ
乙
＝

二
考

　

特

徴
H
體

濃
緑
色
に

し

て

黒
斑

を

有
し、

觸
角
の

第
三

篩
は

體

色
な

れ

ど
も

其

他
の

部
分
は

黒

色
な

b
。

第
三

節
は

第
四

節
よ
り

も

艮
く、

第
五

節
は

第
三

節
の

字
に

過
ぎ

す、

第
六

節
の

後

雫

部

は

基

孚
部
の

約
二

陪

孚
長
あ

与。

翅
絞
は

黒

く

し
て

美
し

ー、

前
、

中、

後
腿

節
殆
ん

ど
全

部
黒

色

を

呈
し
運

節
ま

陀

黒

し。

蜜
槽

は

黒

く

し
て

標
形
な

り．

　

宿
主

植
物
珪
ヨ

メ

プ

リ
。

　

綵

集

時
B11

大
正

九

年
七

月
三

十

日
。

　

綵

集
揚
所
11
最
野

縣

中
城．
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